
 ～落語から学ぶビジネスの肝～ 

笑門来福の法則 

【東方落語とは？】  
「東北弁」で落語を語る、それが東方落語です 
東北弁による笑いと話芸の確立を目指して１９９７年５月に『東方落語プロ
ジェクト』を発足しました。以来毎月１回仙台で定期寄席を開催しています。 
大阪に上方落語、東京には江戸落語があるように「東北に東方落語あり」
と言われるその日を目指して仙台から東北弁の文化を発信しています 

２０１２年１０月２３日（火）  
■時間 １９：００～２１：００ 
■場所 仙台市青葉区大町1-1-30  
      新仙台ビルディング ３階 会議室 
    ※七十七銀行芭蕉の辻支店さんが入っているビルの３階です。  
■会費 ・会員の方は3,000円（受講券利用をお持ち願います。）  
    ・一般の方は4,000円（会員紹介・同伴で会員3,000円） 

    ・学生の方は2,000円 

事業所名  電 話  

住 所  

電子ﾒ ｰ ﾙ  受講者名  

受講者名  受講者名  

事 前 の 質 問 等  

 

申し込み受付中！振ってのご参加をＦＡＸにて！０２２－２６８－０２０５ 
★仙台北法人会の「時局講演会」は、未来に語り継ぎたい理念と実践をテーマに展開しております★ 

●主 催 （社）仙台北法人会 
●問合先 （社）仙台北法人会 事務局 担当：佐々木     
    （仙台市青葉区大町1-1-30 新仙台ビルディング６階） 

ＴＥＬ ０２２－２６３－０１５１ ｅ-ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｉｔａｈｏ．ｏｒ．ｊｐ 

(社)仙台北法人会 「時局講演会～百年続く経営のために～」第７弾 

今野家 もう世（こんのやもうぜ） 

生粋の宮城弁と独特の優しい人柄で人気を得る。老人役や
ボケた物腰などが持ち味。能天気な振りをしながらも隠れた
努力家、勤勉家である。  
東北弁での古典落語に心を癒されるファンも多い。  
宮城県小野田町（現加美町）出身  

今野家 世はね（こんのやよはね） 

生粋の宮城弁と独特の優しい笑顔で人気を得る。女役や小ずるい
役人などが持ち味。努力家で勤勉、毎月の定期寄席は連続１００
回以上出演し、稽古量もネタつくりも妥協するところがない。  
 宮城県金成町（現栗原市）出身  

相手の関心をひきながら、こちら主導の
プレゼンをいかに成功させるか？ 

商談におけるかけ引きを成功させ、 
予定どうりの成約に至らせるテクニック！ 

【演目】真田小僧 

【演目】壺算 

法人会が 
寄席になる 

笑いの中に 
ヒントあり！  

笑いながら商売繁盛のポイントを掴
む、縁起のいい夜をお届けします！ 

ふたりとも
仙台のビジ
ネスマンで
すよ(笑) 


